
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

人口 

男 

女 

世帯数 

86,295 

43,679 

42,616 

36,805

人 

人 

人 

世帯 

（100人増） 

（69人増） 

　　（31人増） 

（38世帯増） 

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に 
　よるものです。 

人口と世帯数 
平成25年11月1日現在　　（前月比） 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 
2013
平成25年 

第1138号 11.15
毎月1日・15日発行 

主
な
記
事 

産業まつり　農産物品評会受賞者 
財政指標を公表します 
JR南武線の上り線を12月に高架化 
入会しませんか？　みどりクラブ 
ひとり親家庭の方へ 
12月4日～10日「人権週間」 
乳がん・子宮がん検診 

2 面 
3 面 
4 面 
5 面 
6 面 
7 面 
8 面 

毎
月

日
号
2
面
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15

　

市
で
は
、
市
政
に
功
労
の
あ
っ
た
方
を
毎
年　

月
１

１１

日
の
市
制
施
行
記
念
日
に
表
彰
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、

自
治
功
労
表
彰
と
し
て
市
政
の
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た

方
６
人
、
一
般
表
彰
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
、
地
域

医
療
の
発
展
、
体
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
な
ど　
１０

人
と
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
章
者
一
人
ひ
と
り
に
市
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

■問
総
務
課
総
務
係

　

長
く
公
務
に
従
事
し
、市
政
の
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方
で
す（
敬

称
略
、
順
不
同
）
。

小
�　

�
雄
（
東
長
沼
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
委
員
長

山
田　

昭
雄
（
平
尾
）

　

都
市
計
画
審
議
会
会
長

（
故
）鈴
木　

常
美
（
東
長
沼
）

　

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

高
野　

利
雄
（
矢
野
口
）

　

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

原
田　

紀
明
（
矢
野
口
）

　

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

石
坂　

榮
夫
（
矢
野
口
）

　

稲
城
第
七
小
学
校
校
医

増
田　

聡
明
（
大
丸
）

　

増
田
産
婦
人
科
院
長

保保保保保保保保保保保保保保

健健健健健健健健健健健健健健

衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛

生生生生生生生生生生生生生生

功功功功功功功功功功功功功功

労労労労労労労労労労労労労労

保

健

衛

生

功

労

木
村　

幸
子
（
若
葉
台
）

　

赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長

　

社
会
福
祉
の
向
上
、
地
域
医
療
の
発
展
、
体
育
の
振
興
、
社
会
奉

仕
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
方
と
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
な
ど
で
す
（
敬

称
略
、
順
不
同
）
。

社社社社社社社社社社社社社社

会会会会会会会会会会会会会会

福福福福福福福福福福福福福福

祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉

功功功功功功功功功功功功功功

労労労労労労労労労労労労労労

社

会

福

祉

功

労

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成平成222222222222222222222222 55555555555555555555555525年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
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平成平成2525年年度度

市市 政政 功功 労労 者者 をを 表表 彰彰

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城なしのすけ

▲上段左から　高野　利雄さん、原田　紀明さん
　下段左から　石坂　榮夫さん、山田　昭雄さん、
　　　　　　　小�　�雄さん

▲上段左から　松本　竜典さん、小川　三男さん
　下段左から　石垣　侃也さん、花園　安紀さん、
　　　　　　　足立　保敬さん

▲上段左から　（株）冨永農場（代理）、冨永　重芳さん（代理）
　下段左から　鈴木　俊助さん、さわやか信用金庫、
　　　　　　　木村　幸子さん

自

治

功

労

表

彰

一

般

表

彰

さ
わ
や
か
信
用
金
庫
（
渋
谷
区
）

　

発
達
障
害
児
向
け
の
絵
カ
ー
ド
の
寄
附

冨
永　

重
芳
（
静
岡
県
）

　

金
員
の
寄
附

株
式
会
社　

冨
永
農
場
（
坂
浜
）

　

金
員
の
寄
附

匿
名
（
大
丸
）

　

金
員
の
寄
附

鈴
木　

俊
助
（
平
尾
）

　

奉
仕
活
動
等
の
善
行

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳

行行行行行行行行行行行行行行

徳

行

足
立　

保
敬
（
平
尾
）

　

弓
道
連
盟
会
長

石
垣　

侃
也
（
矢
野
口
）

　

卓
球
連
盟
役
員

小
川　

三
男
（
狛
江
市
）

　

剣
道
連
盟
役
員

花
園　

安
紀
（
矢
野
口
）

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
役
員

松
本　

竜
典
（
大
丸
）

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
役
員

社社社社社社社社社社社社社社

会会会会会会会会会会会会会会

体体体体体体体体体体体体体体

育育育育育育育育育育育育育育

功功功功功功功功功功功功功功

労労労労労労労労労労労労労労

社

会

体

育

功

労
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　今年も稲城駅南側
ロータリーのクスノ
キと城山公園内ファ
インタワーにイルミ
ネーションを点灯し
ます。ぜひご覧くだ
さい。
■日12月1日（日）～平
成26年1月3日（金）
■時午後4時30分～11時
■場①稲城駅南側ロータリーのクスノキ
　②城山公園内ファインタワー
■問緑と建設課緑と公園係

▲

稲
城
駅
南
側
ロ
ー
タ
リ
―
の

ク
ス
ノ
キ



２５・１１・１５ 代表電話は378－2111　（2）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

稲城市産農産物の稲城市産農産物の
放射性物質検査の結果放射性物質検査の結果

　福島第一原子力発電所の事故に起因する農産物に対する
放射性物質の影響について、東京都は稲城市産農産物の放
射性物質検査を実施しました。

▽検査内容及び結果　稲城市産の原木シイタケの検査結果
は、基準値以下でした。
※平成24年4月から「一般食品」の基準値は、放射性セシ
ウム濃度が100Bq／kgに改正されました。
※詳しくは、市ホームページの「都内産農畜産物・ 堆  肥 の

たい ひ

放射性物質検査について」でご確認ください。

▽検査実施主体　東京都

▽検査実施機関　東京都農林総合研究センター

▽検査対象品目　稲城市の農地で栽培された原木シイタケ
1検体

▽検査結果　下表のとおり
■問経済課農政係

【放射能濃度（Bq／kg）】
採取日採取場所品目 セシウム

－137
セシウム
－134

ＮＤ（＜6）ＮＤ（＜6）10月21日稲城市内
農家

原木シイタケ
（露地栽培）

※農林産物の放射性セシウムの新基準値はセシウム－134と137の合
計で100Bq／kg、放射性ヨウ素は半減期が短いため基準値の設定は
ありません。
※ＮＤとは、検査機関の分析による検出限界値未満を示します。
※検出限界値は、検体の状態や検査項目により、値が変化することが
あります。

Ｉ
 
Ｉ あい
の
ま
ち

い
な
ぎ
市
民
祭

の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民 
祭 

ま
つ
り

第

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り

第　

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り

４３４３農農
産産
物物
品品
評評
会会
受受
賞賞
者者

■問
 

経
済
課
農
政
係

経
済
課
農
政
係

稲城市長
�橋　勝浩

　

９
月　

日
の
第　

回
国
民
体

２８

６８

育
大
会
総
合
開
会
式
に
よ
っ
て

始
ま
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京

２
０
１
３
」
は
、　

月　

日
の

１０

１４

第　

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

１３
大
会
閉
会
式
で
、
一
連
の
行
事

が
全
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
国
体
と
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
初
め
て
名
称
を
ひ

と
つ
に
し
て
一
体
で
運
営
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
も
時
代
の
要
請

で
あ
り
、
今
後
は
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
く
と
良
い
と
思
い

ま
す
。

　

稲
城
市
で
は
平
成　

年
８
月

２２

に
国
民
体
育
大
会
稲
城
市
実
行

委
員
会
と
し
て
第
１
回
総
会
を

開
催
し
、
以
後
、
常
任
委
員
会

や
各
専
門
委
員
会
を
組
織
し
て

準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
競
技
が
無
事
に
終
了

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
参
加
い
た

だ
い
た
多
く
の
団
体
や
市
民
の
お

か
げ
様
で
あ
り
、
紙
面
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

稲
城
市
に
お
い
て
は
、
総
合
体

育
館
で
９
月　

日
に
ユ
ニ
ホ
ッ
ク

１５

を
開
催
し
、
稲
城
中
央
公
園
野
球

場
で
は　

月
４
日
〜
６
日
に
軟
式

１０

野
球
の
予
定
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、

５
日
の
大
雨
で
午
後
の
試
合
が
延

期
、日
程
が
大
幅
に
変
更
と
な
り
、

予
備
日
と
な
っ
て
い
た
７
日
に
７

位
・
８
位
決
定
戦
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
良
く
な
い
中
で
選
手
は
大
変
で

し
た
が
、
観
戦
さ
れ
た
市
民
は
１

日
得
し
た
気
分
で
す
ね
。

　

参
加
全　

チ
ー
ム
は
ト
ー
ナ
メ

３２

ン
ト
を
進
ん
で
い
く
に
つ
れ
て
、

通
常
は
会
場
を
移
動
す
る
の
で
す

が
、
岐
阜
県
に
つ
い
て
は
偶
然
４

日
間
と
も
稲
城
市
で
の
試
合
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
何
か
の
ご
縁

と
思
い
、
力
を
入
れ
て
応
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
国
体
総
合
開
会
式
と
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
閉
会
式
は
、

こ
と
さ
ら
素
晴
ら
し
い
演
出
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
東

京
都
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
だ
成
果
と
思
い
ま
す
が
、
国

体
の
枠
を
超
え
て
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
予
行
演
習
と
も
思
え

る
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
７
年
後
は
ど
の
よ
う

な
時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京

２
０
１
３
を
観
戦
し
て
い
た
中

学
生
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に

選
抜
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ス

ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
か
ら

明
日
の
国
づ
く
り
へ
、
そ
し
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

▽
東
京
都
知
事
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

城
所　

理
衣
（
矢
野
口
）

○
野
菜
の
部
〔
里
芋
・ 
土  
垂 
〕

ど 

だ
れ

　

石
川　

久
（
坂
浜
）

○
植
木
･ 
花  
卉 
･
盆
栽
の
部
〔
植

か 

き

木
・
姫
シ
ャ
ラ
〕

　

伊
藤　

幹
男
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

小
山　

正
男
（
矢
野
口
）

○
野
菜
の
部
〔
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

す
ば
る
〕

　

上
原　

徳
和
（
坂
浜
）

○
植
木
･
花
卉
･
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
花
水
木
〕

　

伊
藤　

幹
男
（
坂
浜
）

○ 
茸 
の
部
〔
生 
椎  
茸 
・
富
士　

〕

き
の
こ 

し
い 
た
け

２０６

　

�
野　

敦
子
（
若
葉
台
）

▽
稲
城
市
議
会
議
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
大
根
・ 
献 
夏
   
　

号
〕

け
ん 

か

３７

　

市
村　

忠
雄
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
農
業
委
員
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
人
参
・
新
黒
田
５

寸
〕

　

市
村　

忠
雄
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
〕

　

木
村　

敏
幸
（
押
立
）

▽
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

原
田　

武
（
矢
野
口
）

▽
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

村
山　

壯
雄
（
東
長
沼
）

▽
東
京
都
農
業
協
同
組
合
中
央
会

長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

田
中　

清
一
（
東
長
沼
）

▽
東
京
都
農
業
共
済
組
合
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

原
田　

正
敏
（
矢
野
口
）

▽
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
東

京
都
本
部
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

小
山　

誉
（
矢
野
口
）

▽
東
京
都
南
多
摩
農
業
改
良
普
及

事
業
協
議
会
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

土
方　

紳
央
（
押
立
）

▽
Ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
第
43

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員

会
委
員
長
賞

○
果
実
の
部
〔
柿
・
東
京
御
所
〕

　

笹
久
保　

榮
（
矢
野
口
）

○
野
菜
の
部
〔
長
芋
〕

　

内
田　

増
雄
（
百
村
）

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
千
両
〕

　

伊
藤　

幹
男
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
果
実
生
産
団
体
協
議
会

長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
興
〕

　

杉
本　

康
雄
（
押
立
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
支

店
果
実
部
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

小
山　

美
智
子
（
矢
野
口
）

▽
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
東
京
都
本
部
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
甘か

ん

   
 
薯 
・
紅
あ
ず
ま
〕

し
ょ

　

市
村　

ス
ミ
エ
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
農
業
改
良
普
及
事
業
協

議
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
里
芋
〕

　

小
池　

啓
子
（
百
村
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
玉
ね
ぎ
・
タ
ー
ボ
〕

　

千
代　

茂
（
大
丸
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
地

区
野
菜
部
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
ご
ぼ
う
・
滝
野
川

大
長
〕

　

内
田　

英
樹
（
百
村
）

▽
東
京
都
椎
茸
生
産
組
合
連
合
会

長
賞

○
茸
の
部
〔
生
椎
茸
・
北
研　

号
〕

６０７

　

�
橋　

一
朗
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
特
殊
林
産
生
産
組
合
長

賞○
茸
の
部
〔
椎
茸
ほ
だ
木
・
富
士

　

〕
２０６
　

�
野　

廉
明
（
若
葉
台
）

▽
東
京
都
信
用
農
業
協
同
組
合
連

合
会
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
椿
〕

　

伊
藤　

幹
男
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
植
木
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
〕

　

伊
藤　

幹
男
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
植
木
花
卉
生
産
振
興
会

長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
ミ
カ
ン　

青
島
〕

　

木
村　

敏
幸
（
押
立
）

　

水
入
り
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、

身
の
回
り
に
あ
る
思
い
も
よ
ら
な

い
も
の
に
よ
り
火
災
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
虫
眼
鏡
で

太
陽
光
を
一
点
に
集
め
て
発
熱
さ

せ
た
理
科
の
実
験
と
同
じ
で
、
光

が
反
射
・
屈
折
し
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
も
の
で
す
。
対
策
と
し
て
は

光
を
反
射
・
屈
折
さ
せ
る
恐
れ
の

あ
る
物
は
、
直
射
日
光
の
当
た
ら

な
い
場
所
に
置
く
、
ま
た
は
可
燃

物
を
周
り
に
置
か
な
い
な
ど
、
注

意
す
れ
ば
防
げ
る
火
災
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■問
 

稲
城
消
防
署
予
防
課
予
防
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

　

原
田
一
男
氏
は
、
平
成　

年
１０

に
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
て
以

来
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務

に
精
励
し
、
稲
城
市
消
防
団
第

一
分
団
分
団
長
と
し
て
地
域
に

お
け
る
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ

東
京
都
消
防
褒
賞
を
受
賞

東
京
都
消
防
褒
賞
を
受
賞

原
田

一
男
氏

原
田　

一
男
氏（
矢
野
口
・
稲
城
市
消
防
団

（
矢
野
口
・
稲
城
市
消
防
団　

第
一
分
団
分
団
長
）

第
一
分
団
分
団
長
）

ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
対
し
、

　

月　

日
に
都
知
事
か
ら
賞
状

１０

３１

及
び
記
念
章
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

■問
 

稲
城
消
防
署
防
災
課
消
防
団

係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

▲農産物品評会場の様子

収れん火災を収れん火災を
ご存じですかご存じですか??

　

Ｉ
の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民
祭
「
第　

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り
」

４３

農
産
物
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
に
よ
り
、
出
品

さ
れ
た　

点
の
中
か
ら
、
東
京
都
知
事
賞
な
ど　

点
が
優
秀
賞
に

２２８

３０

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

市
長
コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京

２
０
１
３
を
終
え
て No.25

　

市
で
は
、生
活
環
境
を
改
善
し
、

衛
生
的
で
快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち

下
水
道
接
続
の

下
水
道
接
続
の

お
願
い

お
願
い

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
速
や
か
に
下
水

道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

■問
 

下
水
道
課
施
設
管
理
係

新型新型梯 梯 子子消防自動車が   消防自動車が
はし ご

配置されました配置されました
　日野自動車製8ｔ級で走行しやすい車両に
なりました。車両の特徴としては、35ｍ級
梯子で先端のバスケットには乗車定員を最大
4人とし、リモコン式放水銃を装備しました。
更に新たな安全装置が装備され安全性の向上
を図っています。
■問稲城消防署総務課庶務係　1377－7119



（3）　代表電話は378－2111 ２５・１１・１５

財
政
指
標
を

財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す

公
表
し
ま
す

■問
 

財
政
課
財
政
係

財
政
課
財
政
係

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
平
成　

年
度
決
算
に
関
す
る
財
政
指
標
で
あ
る
健

２４

全
化
判
断
比
率
（
表
１
）
と
資
金
不
足
比
率
（
表
２
）
を
公

表
し
ま
す
。

市
の
財
政
状
況

市
の
財
政
状
況

　

い
ず
れ
の
指
標
も
基
準
内
に
収

ま
っ
て
お
り
、
財
政
状
況
が
健
全

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

指

標

の

説

明

指

標

の

説

明

①
健
全
化
判
断
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
四
つ
の
財
政
指
標

の
総
称
で
す
。

②
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
一
般
会
計
等
（
一
般
会
計

と
一
部
の
特
別
会
計
）
に
赤
字
が

生
じ
た
場
合
の
、
そ
の
赤
字
額
の

標
準
財
政
規
模
（
市
の
一
般
財
源

の
標
準
的
な
大
き
さ
）
に
対
す
る

比
率
で
あ
り
、
財
政
運
営
の
悪
化

の
程
度
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
財
政
が
悪

字
が
発
生
し
た
際
に
は
そ
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
会
計
の
課
題
を
分

析
し
、
早
期
に
十
分
な
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

あ
る
会
計
で
赤
字
が
生
じ
て
い
て

も
、
連
結
す
る
そ
の
他
の
会
計
の

黒
字
が
大
き
い
た
め
に
市
全
体
で

は
赤
字
が
生
じ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場

合
で
も
、
赤
字
と
な
っ
た
会
計
の

収
支
を
改
善
す
る
努
力
は
必
要
で

す
。

④
実
質
公
債
費
比
率

　

市
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る

元
利
償
還
金
（
借
入
金
の
元
金
及

び
利
子
の
支
払
い
）
及
び
そ
れ
に

準
じ
た
経
費
の
、
標
準
財
政
規
模

を
基
本
と
し
た
額
に
対
す
る
比
率

の
過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
す
。

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
地

方
税
や
普
通
交
付
税
の
よ
う
な
経

常
一
般
財
源
に
占
め
る
元
利
償
還

金
等
の
義
務
的
経
費
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
財
政
の

弾
力
性
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

元
利
償
還
金
は
、
ひ
と
た
び
増

大
し
て
し
ま
う
と
短
期
間
で
削
減

す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
一
定

以
上
の
規
模
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
将
来
負
担
比
率

　

市
の
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
実
質
的
な
負
債

（
地
方
債
の
現
在
高
や
債
務
負
担

行
為
な
ど
）
か
ら
、
そ
の
償
還
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
基
金
残
高

や
特
定
財
源
な
ど
を
差
し
引
い
た

額
の
、
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と

し
た
額
に
対
す
る
比
率
で
す
。
こ

の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
財
政

規
模
に
比
べ
て
将
来
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
額
が
過
大
で
あ
り
、
今

後
の
財
政
運
営
を
圧
迫
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
は
、
実
質
赤
字

比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
の
よ
う
に
算
定
年

度
の
収
支
状
況
な
ど
を
示
す
フ
ロ

ー
指
標
と
は
異
な
り
、
将
来
の
収

支
予
定
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
た
ス

ト
ッ
ク
指
標
と
な
り
ま
す
。

⑥
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
に
算
定
す
る
も

の
で
、
市
の
一
般
会
計
等
の
実
質

赤
字
に
相
当
す
る
資
金
不
足
額
の
、

営
業
収
益
な
ど
か
ら
算
定
し
た
事

業
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。
こ

の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
料
金

収
入
な
ど
に
よ
っ
て
資
金
不
足
を

解
消
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

経
営
状
況
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

公
営
企
業
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
は
住
民
生
活
に
密
接
し
て
い
る

た
め
、
経
営
が
悪
化
す
れ
ば
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。よ
っ
て
、

初
期
段
階
か
ら
自
律
的
な
経
営
改

善
を
促
し
、
ま
た
個
々
の
公
営
企

業
の
経
営
悪
化
が
一
般
会
計
等
に

与
え
る
影
響
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
全
体
の
早
期
健
全
化
・
再
生
の

仕
組
み
と
は
別
に
、
企
業
ご
と
に

財
政
指
標
の
公
表
な
ど
の
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
早
期
健
全
化
基
準

　

市
が
財
政 
破  
綻 
し
な
い
よ
う
、

は 

た
ん

表2　資金不足比率

下水道事業
特別会計の
資金不足比率

病院事業会計の
資金不足比率指標

非該当（※4）
（△0.2％）

非該当（※3）
（△17.7％）稲城市の数値

20.0％経営健全化基準

※3、4　いずれの事業も資金不足が生じていないため、この比率
には該当しません。なお、参考のため、計算上の数値を括弧内に記
載しています。

表1　健全化判断比率

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率指標

14.1％1.5％非該当（※2）
（△10.30％）

非該当（※1）
（△3.67％）稲城市の数値

350.0％25.0％17.67％12.67％早期健全化基準

―35.0％30.00％20.00％財政再生基準

※1　一般会計等（一般会計と一部の特別会計）の実質収支が黒字であるため、この比率には該当しません。な
お、参考のため、計算上の数値を括弧内に記載しています。
※2　いずれの会計でも実質収支が黒字であり、これらを連結した実質収支が黒字となるため、この比率には該
当しません。なお、参考のため、計算上の数値を括弧内に記載しています。

化
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

赤
字
は
本
来
生
じ
る
べ
き
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
む
を
得

ず
赤
字
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の

要
因
を
分
析
し
、
早
期
に
十
分
な

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

単
年
度
の
収
支
を
改
善
で
き
な
け

れ
ば
赤
字
は
年
々
累
積
し
、
数
年

後
に
は
自
力
で
は
解
消
で
き
な
い

金
額
に
ま
で
膨
ら
む
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
深

刻
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
赤
字
を
出
さ
な
い
よ
う
財

政
規
律
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
で
す
。

③
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
全
会
計
の
赤
字
額
ま
た
は

資
金
不
足
額
の
、
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
一
般
会

計
等
に
加
え
て
特
別
会
計
や
公
営

企
業
会
計
を
含
め
た
市
全
体
の
財

政
運
営
の
悪
化
の
程
度
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高
く
な
る

ほ
ど
財
政
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

連
結
決
算
の
赤
字
も
本
来
生
じ

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
た
め
、
赤

2013シーズン第2回2013シーズン第2回

駒沢女子大学駒沢女子大学サッカーサッカー教室教室
芝生の上で日テレ・ベレーザの選手とサッカーをしよう!芝生の上で日テレ・ベレーザの選手とサッカーをしよう !

　日テレ・ベレーザでは、2013シーズンもユニフォームパート
ナーとしてクラブをご支援いただいている駒沢女子大学（学校法
人駒澤学園）のご協力のもと、女子サッカーの普及並びに地域貢
献の一環としてサッカー教室を開催しています。皆さんのご参加
をお待ちしています。
■対中学1年生～3年生の女子
■日11月24日（日）　■時午後1時30分～3時30分（受付＝午後1時～）
■場駒沢学園グラウンド（稲城市坂浜238、駐車場有り）
■定60人（申込多数の場合は抽選）
■内日テレ・ベレーザ選手、監督、コーチが指導します。
※コンディションやけが等の状況により参加指導者が変更となる
場合があります。
■持サッカーボール、シューズ（アップシューズまたは固定式スパ
イク）、飲み物
■費無料（現地までの交通費などはご負担ください）
■申■先メール（� event@verdy.co.jp）に下記事項を記入のうえお
申し込みください。
※件名に必ず「駒沢女子大学サッカー教室申込」とご記入ください。
記入事項
①参加者氏名（フリガナ）　②参加者学年（年齢）　③保護者氏
名（フリガナ）　④郵便番号・住所　⑤電話番号（携帯電話可） 
⑥保護者緊急連絡先　⑦パソコンのメールアドレス　⑧携帯電話
のメールアドレス
※未記入項目がある場合は、申込無効となりますのでご注意ください。
※当落については11月19日（火）までにメールまたは電話にてご
連絡します。11月19日（火）までに連絡が確認できない場合は、
問い合わせ先または申込先のメールアドレス
にご連絡ください。
■限11月18日（月）
■主日テレ・ベレーザ（東京ヴェルディ1969
フットボールクラブ株式会社）
■共駒沢女子大学（学校法人駒澤学園）

▽後援　稲城市
■問日テレ・ベレーザ駒沢女子大学サッカー教室担当
　103－3512－1969（平日の午前10時～午後6時）

参加者募集

保護者向け就労セミナー保護者向け就労セミナー
「「わわがが子子」」のの就就職職をを考考ええるる

～～子子どどももにに対対すするる背背中中押押ししののポポイインントト～～

　中退、ニート、ひきこもりなど、未就労の
「わが子」の将来に不安を抱える保護者の方
が、今できることを具体的にお伝えします。
■対15歳から39歳までの子どもをもつ保護者
■日12月7日（土）　■時午前10時～正午
■場ｉプラザ中会議室　■定25人（申込先着順）
■講森　裕子氏（精神保健福祉士、家族相談士）、
阿部　公輝氏（精神保健福祉士、社会福祉
士）
■費無料
■申11月15日（金）から電話でお申し込みくだ
さい。
■主ちょうふ若者サポートステーション、稲城市
■共調布市、多摩市
■先■問経済課商工観光係

早
期
に
是
正
措
置
を
促
す
た
め
に

設
定
さ
れ
た
財
政
状
況
の
注
意
範

囲
、
い
わ
ゆ
る
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

を
示
し
ま
す
。
四
つ
の
比
率
の
う

ち
一
つ
で
も
こ
の
基
準
値
を
超
え

た
場
合
は
、
市
議
会
の
議
決
を
経

た
う
え
で
財
政
を
立
て
直
す
た
め

の
「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定

し
、
そ
の
計
画
に
従
い
自
主
的
か

つ
計
画
的
に
財
政
再
建
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
財
政
再
生
基
準

　

財
政
状
況
の
危
険
範
囲
、
い
わ

ゆ
る
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
を
示
し
ま
す
。

将
来
負
担
比
率
を
除
く
三
つ
の
比

率
の
う
ち
一
つ
で
も
こ
の
基
準
値

基

準

の

説

明

基

準

の

説

明

稲稲城城のの野野菜菜やや卵卵をを使使っったた
正正月月ののおおももててななしし料料理理

　稲城で収穫した新鮮な冬野菜で、体にやさしいおせ
ち料理を作りませんか。

▽メニュー　ふくさ寿司、肉詰めしいたけのオーブン
焼き、大根の紅白あえ、芋ようかん
※メニューは変更する場合があります。
■日12月6日（金）　■時午前10時～午後1時
■場第三文化センター講座室　■定20人（申込先着順）
■講佐野　幸代氏（栄養士）　■費700円（材料費）

■持エプロン、三角 巾 、タオル、筆記用具
きん

■申■先11月18日（月）から消費者ルーム（午前10時～正
午、午後1時～5時）に電話（1370－7510）でお申
し込みください。
■限12月2日（月）
■主稲城市消費者ルーム運営協議会、稲城市
■問経済課消費生活係

を
超
え
た
場
合
、
市
は
財
政
破
綻

状
態
に
あ
り
、
市
議
会
の
議
決
を

経
た
う
え
で
「
財
政
再
生
計
画
」

を
策
定
し
、
国
や
都
の
関
与
の
も

と
で
市
の
再
生
作
業
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
経
営
健
全
化
基
準

　

公
営
企
業
ご
と
の
財
政
状
況
の

注
意
範
囲
、
い
わ
ゆ
る
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
を
示
す
数
値
で
す
。
こ
の

基
準
値
を
超
え
た
場
合
は
、
市
議

会
の
議
決
を
経
た
う
え
で
経
営
を

立
て
直
す
た
め
の
「
経
営
健
全
化

計
画
」
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

消費者
講座
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

　

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

で
は
、
毎
年
恒
例
の
市
民
ふ
れ

あ
い
歩
こ
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
自
然

豊
か
な
稲
城
の
ま
ち
を
歩
き
ま

し
ょ
う
。

　

当
日
は
「
稲
城
な
し
の
す
け

缶
バ
ッ
ジ
」を
配
布
し
ま
す（
先

着　

人
）
。

１００
※
障
害
の
あ
る
方
な
ど
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

市
民
ふ
れ
あ
い

  
市
民
ふ
れ
あ
い

歩
こ
う
会

歩
こ
う
会

■日
 
　

月　

日（
土
・
祝
）

１１

２３

※
小
雨
決
行

▽
集
合
時
間
・
場
所　

午
前
９

時　

分
・
第
４
駐
車
場
（
地
域

３０
振
興
プ
ラ
ザ
前
）

※
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
コ
ー
ス　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

（
午
前　

時
出
発
）→

尾
根
幹

１０

線→

城
山
公
園→

大
丸
公
園（
昼

食
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）→

山
崎
公
園→

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

（
午
後
３
時
）

※
途
中
解
散
も
可

▽
服
装　

歩
き
や
す
い
服
・
靴

■持
 

昼
食
、
飲
み
物
、
敷
物
、
雨

具
な
ど

■費
 

無
料

■問
 

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

事
務
局
（
協
働
推
進
課
協
働
推

進
係
）

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
、

平
成　

年
１
月
７
日（
火
）か
ら
勤

２６

務
可
能
な
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
健
康

２０

な
方

※
資
格
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■内
 

食
器
等
洗
浄
業
務
（
市
内
小
・

中
学
校
の
給
食
終
了
後
の
食
器
洗

浄
） 募集します！募集します！

学学校校給給食食調調理理員員
臨臨時時職職員員

▽
勤
務
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

■定
 

若
干
名

▽
賃
金　

時
給
１
０
７
０
円
（
賞

与
な
し
）

※
白
衣
・
長
靴
等
は
貸
与
し
ま
す
。

▽
選
考
方
法　

書
類
、
面
接

■申
 

市
指
定
の
履
歴
書
（
調
理
場
、

市
役
所
人
事
課
、
平
尾
・
若
葉
台

出
張
所
、
第
二
文
化
セ
ン
タ
ー
を

除
く
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
）
を
第
二
調
理
場
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
市

販
の
履
歴
書
可
）
。

■限
 
　

月　

日（
金
）必
着

１１

２９

■先
 

■問
 

学
校
給
食
共
同
調
理
場
第
二

給
食
係
（
〒　

・　

稲
城
市
若
葉

２０６

０８２４

台
４
の
４
）　

1　

・
７
１
０
３

３３１

　

東
京
都
が
事
業
主
体
と
な
り
、

稲
城
市
と　

東
日
本
が
協
力
し
て

JR

進
め
て
い
る　

南
武
線
連
続
立
体

JR

交
差
事
業
で
は
、
矢
野
口
駅
付
近

か
ら
府
中
本
町
駅
間
で
上
り
線（
川

崎
方
面
）
を
高
架
化
す
る
工
事
を

行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
と

お
り
南
武
線
の
一
部
区
間
が
運
休

し
ま
す
。

　

上
り
線
の
高
架
化
に
伴
い
、
残

り
７
カ
所
の
踏
切
が
な
く
な
り
ま

す
。

■日
 
　

月　

日（
日
）

１２

２２

■時
 

午
後
６
時　

分
頃
か
ら
終
電
ま

３０

で※　

日（
月
・
祝
）の
始
発
か
ら
は

２３
通
常
通
り
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

▽
工
事
区
間　

矢
野
口
駅
か
ら
府

中
本
町
駅

※
運
休
中
は
、
矢
野
口
駅
と
分
倍

河
原
駅
の
間
で
バ
ス
に
よ
る
代
行

国
民
健
康
保
険
に

国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て

　

加
入
さ
れ
て

い
る
い
る
方
へ
方
へ

　

入
院
予
定
の
あ
る
方
や
高
額
な

医
療
費
が
か
か
る
方
は
、
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
、
ま
た
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
す
る
と
、
医
療
機
関
に
支
払
う

月
ご
と
の
一
部
負
担
金
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、

国
民
健
康
保
険
証

国
民
健
康
保
険
証

を
紛
失
し
た
時
は

を
紛
失
し
た
時
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
証
を
紛
失
さ
れ
た

際
に
は
、
ご
本
人
名
義
で
の
借
入

れ
な
ど
と
い
っ
た
、
第
三
者
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
証
の
不
正
使
用

防
止
の
た
め
、
警
察
に
届
け
出
る

と
と
も
に
、（
株
）日
本
信
用
情
報

機
構
（ 　
 http://w

w
w
.jicc.

HP

co.jp

）
に
登
録
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
『　

歳
未

７０

満
の
方
』
と
『　

歳
か
ら　

歳
未

７０

７５

満
の
方
』
で
は
、
限
度
額
が
異
な

り
ま
す
の
で
左
表
１
・
２
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※　

歳
か
ら　

歳
未
満
の
方
で
、

７０

７５

住
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
申
請
不

要
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

る
方
に
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

■持
 

保
険
証
、
印
鑑

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

表1　70歳未満の方の自己負担限度額

1カ月の自己負担限度額
（過去1年間で4回目以降）

1カ月の自己負担限度額
（過去1年間で3回目まで）表示区分

83,400円
150,000円

（医療費が500,000円を超えた場合
は、それを超えた分の1％を加算）

Ａ
上位所得者
（または、所得未申告の
方がいる世帯）

44,400円
80,100円

（医療費が267,000円を超えた場合
は、それを超えた分の1％を加算）

Ｂ一般

24,600円35,400円Ｃ住民税非課税世帯

※表示Ａ・Ｂ・Ｃは「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額限度額認定証」に記載される表示
です。

表2　70歳から75歳未満の方の自己負担限度額

1カ月の自己負担限度額
外来＋入院（または世帯単位）

1カ月の自己負担限度額
外来（個人ごと）区分

80,100円
（医療費が267,000円を超えた場合は、

それを超えた分の1％を加算）
44,400円現役並み所得者

44,400円12,000円一般

24,600円  8,000円低所得者Ⅱ
住民税非課税世帯

15,000円  8,000円低所得者Ⅰ

低所得者Ⅱ…同一世帯の世帯主（擬制世帯主を含む）及び国保被保険者が住民税非課税の方
低所得者Ⅰ…同一世帯の世帯主（擬制世帯主を含む）及び国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各
所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差し引いたときに0円となる方
※低所得者Ⅰ・Ⅱの方は、申請により入院時の食事代も減額されます。

　

市
で
は
臨
時
職
員
及
び
嘱
託
員

の
登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
登
録
後
は
欠
員
な
ど
の
必
要

に
応
じ
て
、
面
接
な
ど
の
連
絡
を

し
ま
す
。

　

現
在
、
臨
時
職
員
の
保
育
士
に

欠
員
が
生
じ
て
い
ま
す
。

臨
時
職
員

▽
職
種　

保
育
士
、
一
般
事
務
、

学
童
・
児
童
館
指
導
員
な
ど

▽
勤
務
場
所　

市
役
所
、
市
施
設

▽
勤
務
時
間　

原
則
週　

時
間
未

３０

満　▽
賃
金　

時
給
１
０
１
０
円
（
有

資
格
保
育
士
の
場
合
）
、
時
給　
８８０

円
（
一
般
事
務
の
場
合
）

▽
登
録
方
法　

臨
時
職
員
登
録
台

帳
兼
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。　

嘱
託
員

▽
職
種
（
資
格
）　

一
般
事
務
、

保
育
士
、
学
童
・
児
童
館
指
導
員

な
ど

▽
勤
務
場
所　

市
役
所
、
市
施
設

▽
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間　

分
４５

▽
報
酬　

月
額　

万
６
１
０
０
円

１５

（
一
般
事
務
の
場
合
）
、　

万
３

１９

４
０
０
円
（
保
育
士
の
場
合
）

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入　

▽
登
録
方
法　

申
込
書
・
質
問
票

を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。　

◆
共
通
事
項　

　

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
人
事
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
第
二
文

■対
 

市
税
な
ど
に
未
納
が
な
く
、
心

身
と
も
に
健
康
で
、
車
の
運
転
が

で
き
る
方

※
現
在
、
女
性
４
人
が
勤
務
し
て

い
ま
す
。

■内
 

市
税
な
ど
の
電
話
催
告
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
業
務
、税
シ
ス
テ
ム
入
力
・

操
作
、
窓
口
・
電
話
対
応
、
証
明

書
発
行
、
訪
問
徴
収
な
ど

▽
勤
務
場
所　

市
役
所
・
市
内

▽
勤
務
日
数　

１
カ
月　

日
程
度
、

１６

土
・
日
曜
日
勤
務
あ
り

▽
勤
務
時
間　

１
日
７
時
間
、
１

　

市
役
所
地
下
１
階
に
あ
る
食
堂

の
運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
証
の
紛
失
や
盗

難
が
あ
っ
た
場
合
、
再
交
付
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
保

険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
ま
で

カ
月
に
３
日
程
度
午
後
８
時
ま
で

の
勤
務
あ
り

■定
 

１
人

▽
報
酬
（
月
額
）　

基
本
給　

万
１５

６
１
０
０
円
、
そ
の
他
手
当
あ
り

※
社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
加
入
。
有
給
休
暇
制
度
あ
り

▽
任
用
日　

平
成　

年
１
月
１
日

２６

以
降
（
原
則
任
用
期
間
は
４
月
１

日
〜
翌
年
３
月　

日
）
、
勤
務
成

３１

績
に
よ
り
更
新
可
能

▽
選
考
方
法　

面
接
ほ
か

■申
 

履
歴
書
（
写
真 
貼
付 
）
を
持
参

ち
ょ
う
ふ

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
金
）必
着

１１

２９

■先
 

■問
 

納
税
課
納
税
係　

納期限
12月2日（月）

国民健康保険税
（第５期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 納税課

▲

切
替
工
事
区
間

稲田堤駅 
事業区間 

今回切換区間 

西武多摩川線 

稲城大橋 
有料道路 

多摩川 是政橋 

府
中
街
道 

多摩川大橋 多摩川大橋 

川崎市 

府中市 

稲城市 

南多摩駅 
矢野口駅 

南多摩駅 
稲城 
長沼駅 

矢野口駅 

調布 

京王相模原線 

京王京王線 
中央自動車道 

甲州街道 

武
蔵
野
南
線
 

川崎街道 

ＪＲ南武線 鶴
川
街
道
 

輸
送
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の

輸
送
機
関
へ
の
振
替
乗
車
も
行
い

ま
す
。

※
詳
細
は
、
広
報
い
な
ぎ　

月　
１２

１５

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

区
画
整
理
課
南
武
線
・
三
駅
整

備
係

南南
武武
線線
のの

JJRR
上上
りり
線線（（
川川
崎崎
方方
面面
））をを

月月
にに
高高
架架
化化
しし
まま
すす
！！

１１２２

化
セ
ン
タ
ー
を
除
く
各
文
化
セ
ン

タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
登
録
期
間　

登
録
の
日
か
ら
約

１
年
間

※
再
度
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
課

人
事
給
与
係

登登
録録
者者
募募
集集
中中
！！

臨
時
職
員
・

臨
時
職
員
・

嘱
託
員

嘱
託
員

市
民
食
堂

市
民
食
堂

運
営

 

運
営
事
業
者

事
業
者

募
集
！

募
集
！

▽
募
集
期
間　
　

月　

日（
金
）〜

１１

１５

　

月
６
日（
金
）

１２■問
 

人
事
課
研
修
厚
生
係

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

市
税
等
収
納

市
税
等
収
納

嘱
託
員

嘱
託
員



（5）　代表電話は378－2111 ２５・１１・１５

▽　

月
後
半
の
作
業
日
・
地
区　
　

月　

日（
火
）・
坂
浜
、　

日（
火
）・
百
村　

■申
 

作
業
日
の
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、

１１

１１

１９

２６

必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 

て
い 

し

　

み
ど
り
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
が
、
「
友
達
が
ほ

６０し
い
！
」
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」
「
生
涯

健
康
！
」
な
ど
の
思
い
で
集
ま
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

市
内
の
各
地
域
に　

の
ク
ラ
ブ

１２

が
あ
り
ま
す
（
右
下
表
参
照
）
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
友
愛
活
動
、

カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
、
手
芸
な
ど
の

趣
味
活
動
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
入
会
を
希
望

す
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■申
 

居
住
す
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
代

表
者
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

市
で
は
生
ご
み
の
減
量
を
目
指

し
、
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す（
左

表
参
照
）
。

　

よ
り
一
層
の
ご
み
減
量
を
目
指

す
た
め
、
平
成　

年
４
月
よ
り
、

２５

生
ご
み
処
理
容
器
の
助
成
額
を
一

部
増
額
し
、
ま
た
、
機
種
・
販
売

発
泡
ト
レ
イ
・

発
泡
ト
レ
イ
・

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

回
収
に
ご
協
力

 

回
収
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！

く
だ
さ
い
！

　

発
泡
ト
レ
イ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
を　

月
７

１２

日（
土
）に
再
び
開
院
し
ま
す
。
当

日
は
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
と
取
扱
説

明
書
な
ど
が
あ
れ
ば
一
緒
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、症
状
を
伺
い
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■日
 
　

月
７
日（
土
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
（
東
長
沼

３
１
０
１
の
４
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■定
 
　

組
程
度
（
予
約
者
優
先
）

２０
■費
 

無
料
（
部
品
交
換
の
場
合
は
実

費
負
担
を
ご
相
談
）

■申
 

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
モ
デ
ル
ガ
ン
な
ど
の
危
険
な
お

も
ち
ゃ
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

店
な
ど
問
わ
ず
、
助
成
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
通
販
で
の
購
入
も
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
購
入
す
る
前
に
環
境
課
へ
「
生

ご
み
処
理
容
器
購
入
申
請
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

購
入
申
請
書
は
環
境
課
、平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

各クラブ代表者連絡先

連絡先代表者名クラブ名地域

377－8270 関  口 　 光  基 
せき ぐち こう き

第一寿会矢野口北部

378－2656 田  中 　　 勇 
た なか いさむ

第二寿会矢野口南部

377－9718 小  甲 　 淳  子 
こ かぶ じゅん こ

 常  春 会
とこ はる

東長沼

377－7003 田  口 　 浩  司 
た ぐち ひろ し

長寿会大丸

377－5672 三  本 　　 勇 
みつ もと いさむ

福寿会大丸・都営団地

377－6367 金  井 　 孝  治 
かな い こう じ

高砂会押立

331－3290 大  塚 　 冨  雄 
おお つか とみ お

 常盤 会
ときわ

坂浜・若葉台

331－5308 横  田 　 三  郎 
よこ た さぶ ろう

あゆみ会平尾

331－7005 山  本 　 元  子 
やま もと もと こ

むつみ会平尾宅地分譲・
平尾住宅

378－7775 伊  東   喜  満  江 
い とう き み え

 向  寿 会
こう じゅ向陽台・長峰

百村・若葉台

350－7506 矢  野 　 一  男 
や の かず お

 杜 の会
もり若葉台

（ワルツの杜）

350－1621 田  渕 　 昌  男 
た ぶち まさ お

ゆうわ会
若葉台
（ファインス
トーリア）

※
中
古
購
入
な
ど
で
最
初
か
ら
壊

れ
て
い
た
お
も
ち
ゃ
の
持
ち
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

違
反
広
告
物

 
違
反
広
告
物

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

小
型
焼
却
炉
の

小
型
焼
却
炉
の

使
用
や
野
焼
き

使
用
や
野
焼
き

　

焼
却
で
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
に
よ
る
大
気
や
土
壌
の
汚
染

を
防
ぐ
た
め
、
小
型
焼
却
炉
（
ド

ラ
ム
缶
な
ど
を
含
む
）
や
素
掘
り

の
穴
な
ど
を
利
用
し
た
廃
棄
物
の

焼
却
行
為
は
、
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
農
地
で
の
病
害
虫
駆
除
・
土
壌

改
良
の
た
め
の
焼
却
や
、
神
事
等

の
伝
統
行
事
な
ど
は
除
外
さ
れ
ま

す
が
、
近
隣
の
状
況
に
配
慮
が
必

要
で
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

　

ま
ち
の
良
好
な
景
観
を
形
成
し
、

公
衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る

た
め
に
、
道
路
上
に
立
て
看
板
を

掲
出
し
た
り
、
電
柱
・
街
路
樹
な

ど
に
貼
り
紙
や
貼
り
札
を
貼
付
す

る
行
為
な
ど
は
法
律
や
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構

成
さ
れ
る
「
違
反
広
告
物
撤
去
協

力
員
」
が
、
こ
う
し
た
違
反
広
告

物
を
適
宜
撤
去
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

助成上限額（1基あたり）長所特徴種別

容量190リットル未満
＝3,000円

容量190リットル以上
＝6,000円

電動式と比べ、
安価で購入でき
ます。

お庭・畑があるご家庭向き
です。枯葉や腐葉土と生ご
みを混ぜることで、微生物
が生ごみを分解し、堆肥に
なります。

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

（
コ
ン
ポ
ス
タ
ーな

ど
）

共同住宅向きです。消化酵
素入りの基材と生ごみを混
ぜることで、生ごみが分解
され、消滅します。

生
ご
み
減
容
器

（
く
う
た
く
ん
な
ど
）

10,000円

かき回す手間が
無く、どなたで
も簡単に使用で
きます。

屋内使用にお勧めです。ス
イッチ一つでごみを処理し
てくれます。

電
動
生
ご
み

処
理
機

※機種･販売店を問わず、購入金額の2分の1の額を助成します（上限額は上表参照）。
※「生ごみ処理容器」は、上記以外にも様々な種類がありますので、詳しくは販売店やメーカーにお問い合
わせください。

実
践
し
ま
し
ょ
う

実
践
し
ま
し
ょ
う

冬
の
省
エ
ネ
・

冬
の
省
エ
ネ
・

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　

冬
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、

年
間
を
通
し
最
も
多
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
、
近
年
オ
フ
ィ
ス
な
ど

を
中
心
に
暖
房
に
頼
り
過
ぎ
な
い

取
り
組
み
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
が

定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ

ス
に
限
ら
ず
、
家
庭
で
も
寒
い
時

期
の
過
ご
し
方
を
工
夫
し
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
楽
し
く

簡
単
に
、
長
続
き
す
る
省
エ
ネ
活

動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

○
温
か
い
空
気
は
部
屋
の
上
部
に

滞
留
し
ま
す
。
定
期
的
に
扇
風
機

な
ど
で
循
環
さ
せ
る
と
、
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
適
度
な
加
湿

も
体
感
温
度
を
上
げ
る
の
に
効
果

的
で
す
。

○
ひ
ざ
掛
け
な
ど
に
よ
る
保
温
は

も
ち
ろ
ん
、
首
・
足
首
・
手
首
の

『
３
つ
の
首
』
を
温
め
る
と
冷
え

に
効
果
的
で
す
。
靴
下
や
ス
ト
ー

ル
な
ど
身
近
な
も
の
で
冷
え
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
冬
が
旬
の
食
材
、
根
菜
類
、
特

に
生
姜
な
ど
は
体
を
内
側
か
ら
温

め
る
効
用
が
あ
り
ま
す
。
食
事
で

体
の
中
か
ら
温
ま
り
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
や
ご
近
所
同
士
が
、
ひ
と

つ
の
部
屋
や
場
所
に
集
ま
っ
て
過

ご
す
「
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
」
も
楽

し
く
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
せ

る
ア
イ
デ
ア
で
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

実
す
る
よ
う
に
、
撤
去
協
力
員
を

募
集
し
ま
す
。　
　

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上

２０

で
、
簡
単
な
研
修
（
制
度
説
明
）

を
受
け
ら
れ
る
方　

※
制
度
説
明
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

登
録
申
請
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日

委
嘱
を
行
い
ま
す
。　

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

入会しませんか？入会しませんか？

みどりクラブみどりクラブ（老人クラブ）（老人クラブ）

　

広
報
い
な
ぎ
平
成　

年　

月
１

２５

１１

日
介
護
予
防
特
集
号
１
面
「
高
齢

者
交
流
の
場
」
に
お
い
て
、
平
尾

 
２ 
０
   

ク
ラ
ブ
の
開
催
時
間
が
『
午

に
ー 
ま
る

前
９
時
か
ら
正
午
』
と
あ
る
の
は

『
午
前
９
時　

分
か
ら
正
午
』
の

３０

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

おお
詫詫
びび
とと
訂訂
正正

　

種
類
が
た
く
さ
ん
あ
る
オ
ム

ツ
や
紙
パ
ン
ツ
の
選
び
方
、
快

適
な
使
い
方
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
ベ
ッ
ド
脇
に
置
く
ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
へ
の
移
乗
に

つ
い
て
実
技
を
交
え
て
お
話
し

し
ま
す
。

■対
 

高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る

家
族
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

■日
 
　

月　

日（
火
）

１１

２６

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

い
な
ぎ
苑
（
百
村　

）
２５５

■定
 
　

人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

２０
■講
 

福
川　

三
佳
子
氏
（
ユ
ニ
チ

ャ
ー
ム
株
式
会
社
排
泄
研
究

所
）
、
い
な
ぎ
苑
介
護
福
祉
士

■費
 

無
料

■申
 
　

月　

日（
土
）か
ら
電
話
で

１１

１６

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

エ
レ
ガ
ン
ト
も
む
ら　

1　

・
３７９

５
５
０
０

家
族
介
護
教
室

知
っ
て
ほ
し
い

知
っ
て
ほ
し
い

介
護
の
コ
ツ

介
護
の
コ
ツ

（
排
泄
編
）

（
排
泄
編
）

■対平成25年5月1日現在、市内
に住所を有する75歳以上のひ
とり暮らし世帯及び高齢者のみ
世帯
■日11月15日（金）～
■内上記対象世帯に生活支援品（ご
み専用小袋10枚入り1袋）を1世
帯に1袋お届けします。
※シルバー人材センター会員が
戸別訪問し、お渡しします。
■問高齢福祉課高齢福祉係

ル
は
資
源
で
す
。
ご
み
と
し
て
出

さ
ず
に
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
洗

っ
て
乾
か
し
た
後
、
公
共
施
設
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
に
あ
る
回

収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
点

○
大
き
な
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
細

か
く
し
て
か
ら
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
（
水
に
濡
ら
す
と
静

電
気
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
、
カ
ッ

タ
ー
で
切
っ
た
り
、
細
か
く
砕
い

た
り
し
や
す
く
な
り
ま
す
）
。

○
植
木
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
と
し
て

使
用
し
た
も
の
は
、
特
に
よ
く
洗

い
、
土
汚
れ
を
落
と
し
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
出
せ
な
い
も
の

卵
の
パ
ッ
ク
、
弁
当
や
カ
ッ
プ
ラ

ー
メ
ン
な
ど
の
容
器
、
納
豆
の
容

器
、
洗
っ
て
も
汚
れ
の
落
ち
な
い

も
の
、
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
も
の

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

購購入入費費をを助助成成ししまますす

生ごみ生ごみ
処理容器処理容器

　

リ
ユ
ー
ス
の
精
神
を
育
む
た
め

に
今
年
の
夏
休
み
に
開
き
、
利
用

者
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た

壊壊
れれ
てて
しし
まま
っっ
たた
大大
切切
なな

おお
もも
ちち
ゃゃ
をを
治治
しし
まま
すす

おお
もも
ちち
ゃゃ
のの
病病
院院

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
稲

１８

城
市
違
反
広
告
物
撤
去
協
力
員
制

度
を
実
施
し
、
現
在　

人
の
方
が

１２２

市
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
撤
去
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

市
で
は
、
こ
の
活
動
が
更
に
充

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

違
反
広
告
物

 
違
反
広
告
物

撤
去
協
力
員

撤
去
協
力
員

■先 ■問 環境課ごみ・リサイクル係環境課ごみ・リサイクル係

生生活支活支援品援品をを
おお届け届けしますします
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

　

月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
で
す
。
従
業
員
を
1
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

11従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中
雇
用
保
険
適
用
課　

1　

・　

・
８
６
１
７
、
八
王
子
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課　

1　

・　

・
５
２
９
６

０４２

３３６

０４２

６４２

『
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。
労
働
保
険
』

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動助

成
事
業

　

共
同
募
金
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ

り
市
内
で
寄
せ
ら
れ
る
募
金
の
一

部
を
財
源
に
、
福
祉
活
動
を
行
う

団
体
な
ど
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
申
請
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
た
す
け
あ
い
助
成
】

▽
助
成
対
象　

当
事
者
団
体
な
ど

（
障
害
者
手
帳
な
ど
の
所
持
者
や

支
援
を
要
す
る
当
事
者
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
法
人
格
を

持
た
な
い
会
員
数
５
人
以
上
の
団

体
）

▽
助
成
内
容　

平
成　

年
度
の
活

２６

動
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

▽
助
成
金
額　

５
万
円
ま
で

【
地
域
の
福
祉
活
動
助
成
】

▽
助
成
対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
財
団
法
人
、

社
団
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
自

治
会
な
ど
（
法
人
格
の
有
無
を
問

い
ま
せ
ん
）

▽
助
成
内
容

①
事
業
助
成

　

団
体
に
よ
る
当
事
者
を
支
援
す

（１）る
事
業
（
講
習
会
、
講
演
会
、
体

験
学
習
、
交
流
事
業
、
啓
発
事
業

な
ど
）

　

団
体
に
よ
る
地
域
福
祉
の
視
点

（２）が
盛
り
込
ま
れ
た
事
業（
学
習
会
、

研
修
会
、
交
流
活
動
、
支
え
あ
い

活
動
な
ど
）

　

自
治
会
な
ど
に
よ
る
地
域
福
祉

（３）の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
た
事
業（
見

守
り
活
動
、
支
え
あ
い
活
動
、
サ

ロ
ン
活
動
な
ど
）

※
自
治
会
員
及
び
不
特
定
の
地
域

住
民
両
方
を
対
象
と
す
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

②
特
別
助
成

緊
急
の
理
由
に
よ
り
、
自
己
資
金

の
調
達
が
困
難
な
団
体
に
助
成
し

ま
す
。

統
合
失
調
症
の
理
解
とそ

の
対
応

　

統
合
失
調
症
の
理
解
と
対
応
に

つ
い
て
、
講
師
よ
り
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■日
 
　

月
９
日（
月
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
５０

■内
 

統
合
失
調
症
の
理
解
と
対
応
に

つ
い
て

■講
 

白
石　

弘
巳
氏
（
東
洋
大
学
教

授
）

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー　

1　

・
２
４
８

３７０

０

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
ま
す
。

■対
 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生

以
下
の
児
童
の
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
た
め
、
家
事
ま
た
は
育

児
等
の
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
家
庭

①
ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
て
か
ら

２
年
以
内
の
場
合

②
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
場
合

③
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は
中

学
生
以
下
の
児
童
が
一
時
的
傷
病

の
場
合

④
親
族
等
の
冠
婚
葬
祭
に
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
が
出
席
す
る
場
合

⑤
日
常
の
家
事
及
び
育
児
を
行
っ

て
い
る
同
居
の
祖
父
母
等
が
一
時

的
傷
病
の
場
合

⑥
技
能
習
得
の
た
め
の
通
学
、
就

職
活
動
、
出
張
、
学
校
の
公
式
行

事
へ
の
参
加
等
の
場
合

⑦
そ
の
他
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金

教
育
訓
練
給
付
金

　

市
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・

父
の
主
体
的
な
能
力
開
発
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
就
業
を

目
的
と
し
た
教
育
訓
練
に
関
す
る

講
座
（
以
下
「
教
育
訓
練
講
座
」）

を
受
講
す
る
母
・
父
に
対
し
、
ひ

と
り
親
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■対
 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
母
・
父
で
、
次
の
要
件

の
全
て
を
満
た
す
方

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
要
件
と
同
等
の
所
得
水
準

に
あ
る
方

②
教
育
訓
練
講
座
の
受
講
を
開
始

す
る
日
に
お
い
て
、
雇
用
保
険
法

に
基
づ
く
教
育
訓
練
給
付
の
受
給

資
格
を
有
し
て
い
な
い
方

③
過
去
に
母
子
家
庭
自
立
支
援
教

育
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て

い
な
い
方

▽
対
象
講
座　

雇
用
保
険
法
に
基

づ
く
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
教
育
訓
練
講
座

▽
支
給
額　

対
象
講
座
の
受
講
に

要
す
る
費
用
（
入
学
料
及
び
授
業

料
に
限
る
）
の　

分
の　

に
相
当

１００

２０

　

市
立
病
院
の
看
護
師
が
、
地
域

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｇ
Ｏ

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ　

Ｇ
Ｏ

（
産
後
）ク
ラ
ブ

（
産
後
）ク
ラ
ブ

〜
産
後
の
育
児
相
談
＆

〜
産
後
の
育
児
相
談
＆

ヨ
ガ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
〜

ヨ
ガ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
〜

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
母

乳
を
促
進
し
、
産
後
の
身
体
や
お

子
さ
ん
に
良
い
刺
激
を
与
え
ま
す
。

■対
 

生
後
１
カ
月
〜
６
カ
月
の
乳
児

を
持
つ
両
親
及
び
そ
の
ご
両
親

■日
 
　

月　

日（
土
）

１１

３０

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■費
 

一
家
族　

円
７００

◆
共
通
事
項

※
詳
し
く
は
「
稲
城
市
立
病
院
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1

　

・
０
９
３
１

３７７ ▽
助
成
金
額　
　

万
円
ま
で
（
①

１０

事
業
助
成
は
、
申
請
す
る
事
業
費

の　

％
以
内
を
右
記
金
額
と
な
る

８０
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
団
体
の

自
己
負
担
が　

％
以
上
必
要
で
す
）

２０

■申
 

所
定
の
申
請
書
及
び
必
要
書
類

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
申
請
要
項

及
び
申
請
書
は
「
稲
城
市
社
会
福

祉
協
議
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
）
。

■限
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２６

１０

■先
 

■問
 

東
京
都
共
同
募
金
会
稲
城
地

区
配
分
推
せ
ん
委
員
会
事
務
局（
稲

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
〒　

・
２０６

　

稲
城
市
百
村
７　

1　

・
３
８

０８０４

３７８

０
０
、
5　

・
４
９
９
９

３７８

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

駅
前
の
保
健
室

駅
前
の
保
健
室

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
土
・
祝
）

１１

２３

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
２
時　
　
　

１０

■場
 

稲
城
第
一
中
学
校
体
育
館
及
び

福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。 開

催
し
ま
す　

歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー

■内
 

バ
ザ
ー
（
衣
類
、
贈
答
品
、
手

作
り
品
、
日
用
雑
貨
な
ど
）
、
模

擬
店
（
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
豚

汁
、
鯛
焼
き
、
玉
こ
ん
に
ゃ
く
、

綿
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
）

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会　

1　

・
３

３７８

８
０
０

　

市
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・

父
の
就
業
に
必
要
な
資
格
の
取
得

を
促
進
す
る
た
め
、
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■対
 

養
成
機
関
に
お
い
て
修
業
を
開

始
し
た
日
以
後
に
お
い
て
、
次
の

要
件
の
全
て
を
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
母
・
父

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
児
童
扶
養
手
当

の
皆
さ
ん
の
健
康
へ
の
意
識
向
上

を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

「
駅
前
の
保
健
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■日
 

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

■時
 

正
午
〜
午
後
３
時

■場
 

第
２
土
曜
日
＝　

南
武
線
矢
野

JR

口
駅
改
札
前
、
第
４
土
曜
日
＝
京

王
相
模
原
線
若
葉
台
駅
改
札
前

■内
 

健
康
に
関
す
る
相
談
、
検
温
、

血
圧
・
体
重
・
体
脂
肪
・
握
力
測

定
等

　

産
後
の
育
児
相
談
や
、
ヨ
ガ
を

市市
立立
病病
院院
かか
らら

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1377・2212

受
講
者
募
集

　

書
道
教
室

■対
 

小
学
３
年
生
〜
５
年
生

■日
 

月
３
回
の
火
曜
日

■時
 

午
後
３
時　

分
〜
５
時　

分

３０

３０

■場
 

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
（
東
長
沼

３
１
０
１
の
４
）

■定
 

３
人
（
申
込
先
着
順
）

■費
 

月
額
２
５
０
０
円
（
お
手
本
代

別
）

■申
 
　

月　

日（
金
）か
ら
直
接
窓
口

１１

１５

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

の
受
給
要
件
と
同
等
の
所
得
水
準

に
あ
る
方

③
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
次

の
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
方

▽
対
象
資
格　

看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
保
健
師
、助
産
師
、

理
容
師
、
美
容
師
な
ど

▽
支
給
月
額　

非
課
税
世
帯
＝　

万
円

１０

課
税
世
帯
＝
７
万　

円
５００

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

いなぎＩＣカレッジ功労者いなぎＩＣカレッジ功労者
に感謝状を贈呈！に感謝状を贈呈！

　9月29日に地域振興プラザにおいて「いなぎ
ＩＣカレッジ創設10周年記念式典」が行われま
した。当日、「いなぎＩＣカレッジ」の発展に
特に貢献された高原北雄氏（初代学長）、関根
忠雄氏（元参与）、森陽氏（現学長）、菅田紀
夫氏（現理事長）に感謝状が贈呈されました。
■問生涯学習課生涯学習推進係

▲

左
か
ら
関
根
氏
、高
原
氏
、

�
橋
市
長
、森
氏
、菅
田
氏

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

す
る
額
（
４
千
円
か
ら　

万
円
ま

１０

で
）

※
１
人
に
つ
き
１
講
座
に
限
り
ま

す
。

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

の
方
へ

　

次
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
母
子
自
立
支
援
員
と
面
接
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

生
活
福
祉
課

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

地
域
福
祉
係

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

■内
 

食
事
の
世
話
、
育
児
、
住
居
の

清
掃
な
ど

※
原
則
月　

回
以
内

１２

■費
 

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

所
得
に
応
じ
た
本
人
負
担
が
あ
り

ま
す
（
１
時
間
あ
た
り
０
円
〜
１

２
９
０
円
）
。

※
午
前
７
時
〜
９
時
・
午
後
５
時

〜　

時
に
利
用
さ
れ
た
場
合
は
、

１０
１
時
間
あ
た
り
０
〜　

円
の
追
加

３００

料
金
あ
り

■申
 

ご
利
用
に
な
る
前
に
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。



（7）　代表電話は378－2111 ２５・１１・１５

稲
城
市
内
の
小
学
生
が
描
い
た

「
人
権
啓
発
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
」

が
走
り
ま
す

平
成　

年
度

25

　
　

全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

東
京
都
大
会
表
彰
式
＆
講
演
会

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

電
話
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

人
権
相
談

■内
 

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
女
性
の
た
め
の
無
料
人
権

相
談

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

１１

１８

２４

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

※　

日（
土
・
祝
）・　

日（
日
）は

２３

２４

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

▽
開
設
場
所　

東
京
法
務
局
人
権

擁
護
部

▽「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
番
号　

1
０
５
７
０
・　

・
０７０

　

（
全
国
共
通
番
号
）

８１０▽
電
話
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護

委
員
及
び
法
務
局
職
員

■日
 
　

月　

日（
金
）

１２

２０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜

３０

■場
 

東
京
都
庁
会
議
室

■定
 
　

人
（
抽
選
）

１５
■申
 

往
復
は
が
き
（
一
人
一
通
の
み

有
効
）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
金
）消
印
有
効

１１

２９

※
付
議
予
定
案
件
等
の
詳
細
は「
東

京
都
都
市
整
備
局
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計

画
課
（
〒　

・　

東
京
都
新
宿
区

１６３

８００１

西
新
宿
２
の
８
の
１
）　

1　

・
０３

５
３
８
８
・
３
２
２
５

傍
聴
で
き
ま
す

　

東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

　

海
外
か
ら
帰
国
し
て
、
ゆ
っ

た
り
と
湯
船
に
浸
か
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
本
人
の
「
風
呂
好
き
」
は
広

く
海
外
ま
で
知
ら
れ
、
入
浴
文

化
は
日
本
の
代
表
的
な
文
化
の

ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
の
疲
れ
が
た
ま
っ
た
時
、

温
泉
に
行
き
た
い
と
願
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

温
泉
へ
の
入
浴
、飲
泉
な
ど
、

古
来
よ
り
温
泉
療
法
で
病
か
ら

の
回
復
が
試
み
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
温
泉
地
に
長
期
間
滞
留
し

て
温
泉
療
養
を
行
う
湯
治
だ
け

で
な
く
、
日
帰
り
や
数
泊
の
短

期
療
養
で
も
、
精
神
安
定
、
気
分

転
換
、
睡
眠
不
足
解
消
、
疲
労
度

解
消
な
ど
の
温
泉
療
養
効
果
が
見

込
め
ま
す
。
こ
れ
は
非
日
常
へ
の

移
動
（
転
地
効
果
）
と
温
泉
入
浴

（
精
神
的
効
果
）に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
銭
湯
や
ご
家
庭
で

の
入
浴
で
も
精
神
的
効
果
は
大
き

い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

注
意
し
た
い
の
は
入
浴
関
連
死
で

す
。
平
成　

年
の
調
査
で
は
「
浴

２３

槽
内
で
の
及
び
浴
槽
へ
の
転
落
に

よ
る
溺
死
及
び
溺
水
」
に
よ
る
死

者
は
５
０
６
３
人
で
、
実
際
に
は

病
死
と
し
て
届
け
ら
れ
る
場
合
も

多
く
、
入
浴
関
連
死
は
全
国
で
年

間
１
・
４
〜
１
・
７
万
人
と
推
計

さ
れ
、
交
通
事
故
死
よ
り
も
多
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

月
〜

１２

２
月
の
冬
季
に
年
間
の
５
割
が
発

生
し
、
全
体
の
約
９
割
が　

歳
以

６５

上
で
、
半
数
は　

歳
以
上
の
高
齢

８０

者
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
入
浴
中
の
急
死
の

原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
心
臓

病
や
脳
卒
中
の
可
能
性
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
く
、
体
温
上
昇
及

び
血
圧
低
下
に
よ
る
意
識
障
害

の
た
め
浴
槽
か
ら
出
る
こ
と
が

困
難
と
な
り
、
致
死
的
な
病
態

と
な
る
こ
と
も
原
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
浴
関

連
死
を
防
ぐ
た
め
に
、
異
常
の

早
期
発
見（
声
掛
け
入
浴
）、
体

温
を
上
げ
過
ぎ
な
い
入
浴
方
法

（
湯
温　

度
以
下
、長
時
間
入
浴

４１

し
な
い
、
半
身
浴
な
ど
）、居
間

と
脱
衣
所
・
浴
室
の
温
度
差
を

な
く
す
、
入
浴
前
後
の
水
分
補

給
、
湯
船
か
ら
上
が
る
と
き
は

ゆ
っ
く
り
と
、
飲
酒
後
は
入
浴

し
な
い
な
ど
の
注
意
が
大
切
で

す
。
日
本
の
誇
る
べ
き
入
浴
文

化
を
大
切
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

稲
城
市
医
師
会　
 
岩  
下 　
 
達  
雄 

い
わ 
し
た 

た
つ 
お

■日
 
　

月　

日（
日
）

１１

２４

■時
 

午
後
１
時
〜
３
時　

分
５０

※
開
場
＝
午
後
０
時　

分
３０

人権相談

問い合わせ相談内容・
電話番号時間相談日相談名

公益財団法人
東京都人権啓発センター
103－3871－0212
103－3876－5373

弁護士による電話法律
相談
（10分程度、無料）
103－5808－1442
103－5808－1443

午後5時～8時12月9日（月）夜間人権
ホットライン

東京法務局八王子支局
（八王子市南大沢2－27
フレスコ南大沢11階）
1042－670－6240

法務局職員または、人
権擁護委員による面談
または電話相談

電話（人権相談ダイヤ
ル）
10570－003－110

午前8時30分
～午後5時15分

月～金曜日
※祝日、年末
年始を除く。

常設
人権相談所

市役所経済課
消費生活係

人権擁護委員による面
談
（会場＝市役所）
※予約は随時受付、午
前8時30分から電話
（1378－2286）
で予約してください。

午後1時30分
～4時30分

毎月第1・第3
金曜日
※広報いなぎ
最終面カレン
ダー参照

人権・身の上
相談

　

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
基
本
的

人
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界

の
全
て
の
人
々
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
目
標
と
し
て
、
昭
和　

年
の

２３

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
採
択
日
の　

月　
１２

１０

日
（
人
権
デ
ー
）
ま
で
の
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権

思
想
の
普
及
や
高
揚
に
向
け
た
行

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
左
表
の

と
お
り
、
常
設
の
人
権
相
談
に
加

■問
 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三

課　

1　

・
５
２
１
３
・
１
２
３

０３

４

入浴文化
■問 稲城市保健センター

1378－3421

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第22222222222222222222部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooo....................333333333333333333336666666666666666666666666666666666666666第2部No.366

■場
 

全
電
通
ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
神

田
駿
河
台
３
の
６
）

■定
 
　

人
（
会
場
先
着
順
）

４００
■内
○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

千
代
田
区

立
九
段
中
等
教
育
学
校
合
唱
部
に

よ
る
合
唱

○
講
演
会
〔
テ
ー
マ
＝
「
や
れ
る

理
由
を
見
つ
け
て
挑
戦
す
る
こ
と

が
独
創
を
か
な
え
る
」
、
講
師
＝

川
口　

淳
一
郎
氏
（ 
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ 
勤

ジ

ャ

ク

サ

務
）
〕

※
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
は
、
日

本
の
航
空
宇
宙
開
発
政
策
を
担
う

研
究
・
開
発
機
関
で
す
。

○
表
彰
式　

中
学
生
本
人
に
よ
る

優
秀
作
品
の
朗
読

■費
 

無
料

■主
 

東
京
法
務
局
、
東
京
都
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

■問
 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部　

1

　

・
５
２
１
３
・
１
３
６
６

０３

■日
 
　

月
４
日（
水
）〜　

日（
火
）

１２

１０

■時
 
　

月
４
日（
水
）〜
６
日（
金
）・

１２
９
日（
月
）＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
　

月
８
日（
日
）＝
午
前
９
時
〜
正

１２午
、
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　

月　

日（
火
）＝
午
前
９
時
〜
午

１２

１０

後
３
時

■場
 

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■内
 

中
学
生
の
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
、
人
権
の
花
運
動
実

施
校
の
写
真
展
示
、
子
ど
も
か
ら

の
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
作
品
、

人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作

品
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

■問
 

総
務
課
総
務
係
、
経
済
課
消
費

生
活
係

平
成

年
度
人
権
週
間
行
事

２５
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
示
を

実
施
し
ま
す

身近なことから身近なことから
考えてみませんか考えてみませんか

12月4日～10日

人人 権権 週週 間間

　

平
成　

年　

月
に
閣
議
決
定
さ

１７

１２

れ
た「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
毎
年
「
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
」
の
成
立
日
で
あ
る　
１２

月
１
日
以
前
の
１
週
間
が
「
犯
罪

被
害
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
東
京
都
で
は
、
青
梅
市

及
び
板
橋
区
と
の
共
催
に
よ
る「
平

成　

年
度
犯
罪
被
害
者
週
間
行
事
」

２５
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
「
東

京
都
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■問
 

総
務
課
総
務
係

　

月月　

日
〜
日
〜　

月
1
日
は

月
1
日
は

1111

2525

1212

犯
罪
被
害
者

犯
罪
被
害
者

週
間
で
す

週
間
で
す

■対
 

ど
な
た
で
も

■日
 
　

月　

日（
日
）

１１

１７

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

■場
 

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
（
多
摩
市

中
沢
１
の　

の
１
）

３１

■内
 

車
い
す
、
介
護
用
品
、
栄
養
食

品
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器

他
の
展
示

▽
入
場
料　

１
家
族　

円
（
申
込

１００

不
要
、
駐
車
場
あ
り
）

※
詳
し
く
は
「
島
田
療
育
セ
ン
タ

ー
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■問
 

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
地
域
連
携

情
報
室　

1　

・　

・
２
１
０
１

０４２

３７４

え
、
夜
間
の
人
権
相
談
も
実
施
し

ま
す
。

第10回子どもからの第10回子どもからの
人権メッセージ発表会人権メッセージ発表会

　多摩西地区17市町村の子どもたちが、学校生活
や社会での人間関係を通して気付いたこと、悩んだ
こと、励ましになったことなど人権についてのさま
ざまな体験を発表します。今年度、稲城市からは長
峰小学校6年生の田口智也さんが発表します。
　また、日野市立七生緑小学校の児童による合唱が
あります。ぜひ、ご来場ください。
■日12月7日（土）
■時午後1時～4時　※開場＝午後0時30分
■場ひの煉瓦ホール（日野市民会館）大ホール（日野
市神明1－12－1）
■定1,104人（会場先着順）
■主多摩西人権啓発活動地域ネットワーク協議会、日
野市
■問日野市市長公室市民相談担当
　1042－585－1111

　
　

月
４
日
〜　

日
の
人
権
週
間

１２

１０

に
合
わ
せ
、都
内
の
小
学
生
が「
私

の
大
切
な
ひ
と
（
仲
間
）
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
描
い
た
絵
を
も
と
に

デ
ザ
イ
ン
し
た
「
人
権
啓
発
ラ
ッ

ピ
ン
グ
バ
ス
」
が
運
行
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
募
集
対
象
校
（　

区
２３

か
ら
２
校
、多
摩
地
区
か
ら
２
校
）

の
う
ち
１
校
に
稲
城
市
内
か
ら
稲

城
第
三
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
校
の
児
童
が
描
い
た
絵
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
バ
ス
が
次
の
と
お
り

運
行
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
運
行
期
間　
　

月　

日（
火
）ま

１２

３１

で▽
運
行
路
線
（
各
管
内
の
路
線
）

小
田
急
バ
ス
町
田
営
業
所
、
都
営

バ
ス
巣
鴨
営
業
所

■問
 

東
京
都
総
務
局
人
権
施
策
推
進

課　

1　

・
５
３
８
８
・
２
５
８

０３

８

▲バスの前に集合した稲城第三小学校の
皆さん

▲稲城第三小学校の児童が描いた絵がデザ
インされたバス

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー

福
祉
用
具
情
報
交
換
会 

「
く
つ
ろ
ぎ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
」



２５・１１・１５ 代表電話は378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

稲
城
市
サ
ン
ク
ス
マ
ッ
チ（
今
季
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
最
終
戦
）　

市
民
の
皆
さ
ん
を
無
料
ご
招
待
！　

市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！　

■問
 

体
育
課
体
育
係

　

月　

日（
日
）午
後
５
時
〜　

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス　

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
（
詳
細
は
体
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

１１

１７

VS

乳
が
ん
検
診

■対
 
　

歳
以
上
（
昭
和　

年
４
月
１

４０

４９

日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性
市
民
の

方
で
、
平
成　

年
度
未
受
診
の
方

２４

▽
受
診
期
間　

平
成　

年
３
月　

２６

３１

日
ま
で

■場
 

市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
（
平

日
）

▽
検
査
方
法　

問
診
、
視
触
診
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査
）

■費
 

２
３
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７９０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

子
宮
が
ん
検
診

■対
 
　

歳
以
上
（
平
成
６
年
４
月
１

２０
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性
市
民
の

方
で
、
平
成　

年
度
未
受
診
の
方

２４

▽
受
診
期
間　

平
成　

年
３
月　

２６

３１

日
ま
で

■場
 

①
市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー（
平

日
）　

②
ベ
リ
エ
の
丘
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
平
日
、
土
曜
日
）

▽
検
査
方
法　

問
診
、
視
診
、
内

診
、
子
宮
け
い
部
の
細
胞
診
検
査

■費
 

２
０
１
０
円

※　

歳
代
（
昭
和　

年
４
月
２
日

２０

５９

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
）
は
無
料
で
す
。　

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

６７０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

◆
共
通
事
項

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
、
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
（ 　
 h

ttp
s://

HP

w
w
w
.e

‐te
tsu
z
u
k
i９
９
.

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受付
日は各相談によって異なります）。
※栄養相談・健康相談は、電話（1378－3421）で予約を受け付けます（先着順）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※11月15日（金）に予定していた人権・身の上相談は、11月22日（金）に変更となります。
※11月23日（土）に予定していた女性の悩み相談は、11月30日（土）に変更となります。
※12月4日（水）の住宅リフォーム相談は、11月25日（月）まで予約を受け付けます。

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1

206

0804

112

1　

・

3
4
2
1

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

■日
 
　

月
１
日（
日
）

１２
■時
 

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１００
■講
 

齋
藤　

淳
一
医
師
（
稲
城
市
立

病
院
診
療
部
長
・
稲
城
市
医
師
会

会
員
）

■費
 

無
料

■申
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
木
）

１１

２８

■主
 

一
般
社
団
法
人　

稲
城
市
医
師

会▽
後
援　

稲
城
市

　

か
か
り
つ
け
歯
医
者
が
な
い
お

子
さ
ん
、
食
べ
方
が
気
に
な
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
歯
科
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お
子

２３

１１

さ
ん

■日
 
　

月
４
日（
水
）

１２
■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

２０

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

妊
娠
中
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
が
あ
る
の
で
、
自
身
の

歯
と
お
口
の
状
態
を
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。治
療
が
必
要
な
方
は
、

治
療
時
期
な
ど
歯
科
医
と
相
談
も

で
き
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
健
診
日
現
在
妊

娠　

〜　

週
の
方

１６

２７

■日
 
　

月
６
日（
金
）

１２
■時
 

午
後
１
時　

分
〜
２
時

２５

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

歯
科
健
康
診
査
及
び
個
別
相
談

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

com
/tok

y
o/

、
携
帯
電
話
か

ら
は
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
の
い

ず
れ
か
の
方
法

で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
毎
月　

日
締
切
で
翌
月
上
旬
に

２２

受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
届
き
ま

し
た
ら
各
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
期
限
は
平
成　

年
２
月　

日

２６

２２

（
土
）で
す
。
な
お
、
医
療
機
関
の

一
日
の
予
約
枠
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
受
診
で
き
な
い
場
合

は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
証
明
書
の
提

出
に
よ
り
免
除
と
な
り
ま
す
。
①

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方
〔
保
護

受
給
証
明
書
（
有
効
期
限
＝
発
行

日
か
ら
６
カ
月
以
内
）
〕　

②
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
〔
受
診
者

負
担
金
免
除
確
認
書
（
有
効
期
限

○○がん検診希望

1．住所
2．氏名（フリガナ）
3．生年月日（年齢）
4．電話番号
5．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

＝
発
行
年
度
内
）
〕　

③
中
国
残

留
邦
人
な
ど
の
方
〔
支
援
給
付
証

明
書
（
有
効
期
限
＝
発
行
日
か
ら

６
カ
月
以
内
）
〕

※
該
当
す
る
方
は
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

近
年
、
出
産
年
齢
の
高
齢
化
な

ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
食
生
活
の

変
化
に
伴
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影

響
等
と
の
関
連
か
ら
、
乳
が
ん
に

な
る
人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
康
で
安
心
し
た

毎
日
を
送
る
た
め
に
も
、
乳
が
ん

の
早
期
発
見
・
早
期
診
断
・
早
期

治
療
が
大
切
で
す
。

　

『
乳
が
ん
』
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▲申込記入例

２歳児歯科
健康診査希望

１ ．12月4日（水）
２ ．幼児氏名
　　（フリガナ）
３ ．保護者氏名
４ ．幼児生年月日
５ ．住所
６ ．電話番号

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金11/15

土16

＋休日急病診療所　立花こどもクリニック（東長沼）9時～5時  1378－7277
＋休日薬局　　　　丘の上薬局（東長沼）9時～5時 ����� 1378－3388日○17 
離乳食調理講習会（平成25年6月生まれ） 保健センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

月18

栄養相談 9時10分～正午（前日までに予約） 保健センター
健康相談 9時30分～11時（前日までに予約） オーエンス健康プラザ
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
遺言書作成などくらしの書類作成相談
 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火19

1歳6カ月児健康診査（平成24年4月生まれ） 保健センター
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
高齢者・障害者の法律相談 1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水20

3歳児健康診査（平成22年10月生まれ） 保健センター
1歳児歯科健康診査（平成24年10月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木21

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（予約随時） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金22

＋休日急病診療所　簡野クリニック（平尾）9時～5時 ���� 1331－8570
＋休日薬局　　　　さくら薬局稲城平尾店（平尾）9時～5時 � 1331－2796
休日開庁　8時30分～正午・1時～5時
 ������ 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課

土○23 

＋休日急病診療所　こせき内科クリニック（矢野口）9時～5時 � 1377－0035
＋休日薬局　　　　稲城薬局（矢野口）9時～5時 ������ 1370－2182日○24 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月25

3カ月～4カ月児健康診査（平成25年7月生まれ） 保健センター
栄養相談 9時10分～正午（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火26

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水27

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木28

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金29

女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係土30
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６
１ 東京都最低賃金改正東京都最低賃金改正

　東京都最低賃金は、平成25年10月
19日から時間額869円（引上額19円）
に改正されました。東京都内で働く全
ての労働者に適用されます。
■問東京労働局賃金課　103－3512－
1614、最低賃金総合相談支援センター 
103－3543－6326

乳
が
ん
・

乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

■対
 

感
染
の
機
会
か
ら　

日
経
過
し

６０

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

２
歳
児

２
歳
児歯

科
健
康
診
査

歯
科
健
康
診
査

健
康
教
育
講
座

健
康
教
育
講
座

「
乳
が
ん
」講
演
会

「
乳
が
ん
」講
演
会

■日
 
　

月　

日（
金
）

１１

２２

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

調
理
講
習
会

調
理
講
習
会

「
郷
土
料
理
」

「
郷
土
料
理
」〜
東
北
編
〜

〜
東
北
編
〜

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

い
も
煮
、
ず
ん
だ
も
ち
、
玉
こ

ん
に
ゃ
く
他

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角 
巾 
、
筆
記
用

き
ん

具
、
手
拭
き

※
家
庭
で
作
っ
た
味
噌
汁
の
塩
分

濃
度
測
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

具
な
し
で　
　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

５０
cc

■費
 

無
料

■申
 
　

月　

日（
金
）か
ら
保
健
セ
ン

１１

１５

タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※　

月　

日
の
講
習
会
に
参
加
さ

１０

３１

れ
た
方
は
お
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

※
付
き
添
い
の
方
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

■限
 
　

月　

日（
水
）

１１

２０

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

■内
 

歯
科
健
康
診
査
、個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
水
）必
着

１１

２７


